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南岳山光明寺
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過去帳

お霊供膳

お位牌

お茶・お水
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　 ３月 24 日（火）午後 2 時より、小林顯英先生（大

阪法栄寺前住、元本願寺伝道院講師）をお招き

して「彼岸会法座」を開催いたしました。

【講演主旨】

仏教行事の後に、よく「恩
おんどくさん

徳讃」を歌います。

この歌は、阿弥陀さまの大悲のお心と、お念仏

のみ教えを伝えて下さったありとあらゆる人々

に対し、感謝申し上げましょうという主旨の歌

です。

あらゆる人々を無条件で救って下さる阿弥陀さまのお心を大慈大悲と言います。一方、

私たちは、「小慈小悲もなき身にて・・」と親鸞聖人が仰っていますように、自分の事

しか考えない、自分さえよければいいという心しか持ち合わせていません。そんな私が

阿弥陀さまのお心（大慈大悲の心）に出遭う時、浅ましい我が身に気づかされていきま

す。しかも「仏かねてしろしめして・・」（歎異抄）と言われるように私が気づくより、

はるか昔に私の浅ましい姿を見抜いて、「そのままで良い。決して見捨てることはない」

とはたらきかけて下さっていたのです。

今初めて知らされる阿弥陀さまのお心（大慈大悲）を思う時、その尊いご恩に「ありが

たいことです。もったいないことです」と感謝申し上げずにはおれません。

ご恩は決して返せるものではありません。只々、頂くばかりなのです。

“ご恩は頂くばかり”　「春の彼岸会法座」勤まる
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言葉のプレゼント
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９月 27 日（日）

★おつとめ　１時３０分
★おはなし　２時

【講師】備後教区・法光寺住職

　　　　季平博昭師

　　礼儀作法のイロハ

仏間 ・床の間のおもてなし

　【講師】香道泉山御流

　　　　　　西
にしぎわ

際好
こう

譽
よ

宗匠

　　と　き　10 月 24 日（土）午後２時

　　　　　　　　　　　〈開場 1 時 30 分〉　　　　　　

　　ところ　　西条国際ホテル２F

　　入場無料　定員 100 名（先着順）

【主催】　西条仏教青年会　【後援】　西条仏教会


